
住田町立世田米中学校 

教育的価値 具体の項目 教育課程 

１【いきる】 

 

①【かけがえない生命】全ての生命は、かけがえのないもの

であることを実感し、大切にする。 

総合的な学習の時間 

保健体育・家庭科 

【題材】 いのちの授業 

 ＜ねらい＞ 

  自分の命も他人の命も世界に一つしかなく、人を粗末にすることなく、違いを認めながら、今、ここに 

ある自分を大切にし、なりたい自分になろうと夢を持って努力する生徒を育てる。 

【対象】 中学 3 年生 25 名 

【実践の概要・詳細】 

学 習 計 画 教育課程・時間 準備するものなど 

１ いのちの授業 

①イントロダクション 

★「命のゴールキーパー～災害拠点病院～」を読み、 

赤ちゃんの産声が人々に希望の灯をともしたの 

は、なぜか考える。 

★自分の名前の由来を家の人に記入してもらう。 

②講話「つながれいのち～いのちのお話～」 

 講師：日本助産師会 岩手支部・岩手看護短期大 

学助産学専攻 助産師 西里真澄さん 

 

総合的な学習の時間 

（２時間） 

 

 

 

復興教育副読本 P4･5 

養護教諭と担任の連携 

２ 乳児ふれあい体験 

 乳児の特徴や接し方の学習と実践 

 

 

 

 

 

家庭科 

（事前 1 時間） 

（体験３時間） 

協力：住田町思春期保健事業 

養護教諭と家庭科担当との

連携 

３ 薬の正しい使い方・薬物乱用防止講座 

講師：学校薬剤師 齋藤愛美さん 

保健体育 

（2 時間） 

協力：学校薬剤師 

養護教諭と保健体育担当と

の連携 

４ 性感染症の予防 保健体育 

（1 時間） 

養護教諭と保健体育担当と

の連携 

５ HIV 感染症 エイズを理解しよう 

（実験）感染の拡大について 

保健体育 

（1 時間） 

養護教諭と保健体育担当と

の連携 

６ 自分にとって大切なもの 

「生きる～今、そして未来へ」かけがえのない存在 

 

総合的な学習の時間 

（1 時間） 

復興教育副読本 P８・９ 

養護教諭と担任の連携 

 



住田町立世田米中学校 

 

【授業の展開】「いのちの授業」イントロダクション（短縮） 

段階 学習内容 

導入 

５分 

①副読本 P48・49を参照し、東日本大震災での被害を確認する。 

生徒の反応 ○津波によってたくさんの人々が亡くなった。  

②義務教育の最後の学年に、これからの夢に向かって、自分のいのち、みんなのいのちについ

て考えていくことを提示する。 

展 開 

２０分 

➂副読本 P４・５を読む。 

④課題の設定 

 

 

生徒の反応 ○たくさんの人が亡くなった中、元気な赤ちゃんの声を聞いて、励まされた。 

      ○力強く生まれたいのちに、元気をもらった。 

⑤自分のいのちについても考えていこう。 

 自分の名前の由来をお家の人から聞いてくる。 

まとめ 

  5 分 

⑥学習の振り返り。 

⑦次時の予告  助産師の方による講話「つながれいのち」 

講話「つながれいのち」を聴いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

○昨年まで、単独で開催していた講話や講習会を「いのちの授業」と名 

づけて計画することにより、生徒一人一人により深く、いのちの大切 

さを考えさせることができた。 

○来年度は、地域の介護施設と連携をとり、内容を充実させていきたい。 

 

 

 

赤ちゃんの産声が、人々の心に希望の灯をもたらしたのはなぜだろう。 



住田町立世田米中学校 

 

教育的価値 具体の項目 教育課程 

２【かかわる】 

３【そなえる】 

 

⑫【自分と地域社会】自然災害が、暮らしの変化や地域経済

に与える影響について理解し、自分と地域社会との関係につ

いて考える。 

⑮【東日本大震災の様子と被害の状況】平成 23 年 3 月 11

日に発生した、東日本大震災津波の様子と被害状況について

理解する。 

総合的な学習の時間 

理科 

学校行事（宿泊行事・文

化祭） 

【題材】  共に学び合う～人と人とのつながりを深める～（被災地学習） 

＜ねらい＞ 東日本大震災の被災状況や現地の復興のようすを調査・見学し、人とのつながりを大切にしながら

学習する態度を育てる。また、学んだことを工夫して新聞や表現活動で伝える力を育てる。 

 

【対象】  中学 1 年生 25 名 

 

【実践の概要・詳細】 

学 習 計 画 教育課程・時間 準備するものなど 

１ 東日本大震災の被害 

沿岸では津波によって、どんな被害をうけたのだ

ろう。 

校長講話「大船渡市の被災状況」 

 

宿泊研修先として山田町では、どうだろうか。 

総合的な学習の時間 

（１時間） 

 

 

復興教育副読本 P48 

 

２ 調査活動 

 9 月に行われる宿泊体験の訪問先 山田町につ

いて調査する。 

夏休みの宿題 

 

 

３ 調査した内容の発表 総合的な学習の時間 

（1 時間） 

 

４ 宿泊体験 

①山田伝津館 代表 田村剛一さんの講話 

②山田町の被災状況の見学 

③岩手県立陸中海岸青少年の家 

 所長 菊池清太さんの講話 

④伝統学習（世中ソーラン・応援・合唱） 

⑤自然体験学習 

宿泊行事  

５ 地震や津波のしくみと被害 理科（2 時間） 復興教育副読本 P50～54 

６ 宿泊体験学習を振り返って 

①学習新聞づくり 

②お礼状づくり 

総合的な学習の時間 

（４時間） 

 

７ 学んだことを伝えよう（表現活動） 

①伝え方を考えよう。 

②津波の恐ろしさ、友との絆について伝えよう。 

総合的な学習の時間 

（５時間） 

文化祭 

 

復興教育副読本 P36・37 

 



住田町立世田米中学校 

 

【授業の展開】被災地学習  

段階 学習内容 

導入 

５分 

①副読本 P48・49を参照し、東日本大震災での被害を確認する。 

生徒の反応 ○津波によってたくさんの人々が亡くなった。  

②住田町に隣接する大船渡市はどれだけの被害が実際あったのか。 

展 開 

３５分 

➂課題の設定 

 

 

④校長講話「大船渡の被災状況について」 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

  １０分 

⑤学習の振り返り。 

⑥もっと自分たちの目で被災の状況を調査してみよう。 

宿泊研修では、実際に山田町を訪問することを伝える。 

田村さんへのお礼状 

【まとめ】 

○実際に山田町へ訪問し、被災された方々から講話を聴いたり、現地を見学することにより、被災の状況を深

く理解させることができた。また、被災地の人々に対して、思いやる気持ちを育てることができた。 

○被災地での宿泊研修を行うことで、生徒同士の絆を深めることができた。 

○今後は生徒が自分たちにできることを考え、被災地の人々と交流できる場面を設定していきたい。 

大船渡市ではどのような被害があったのだろうか。 



住田町立世田米中学校 

教育的価値 具体の項目 教育課程 

３【そなえる】 

 

⑯【自然災害発生のメカニズム】 

自然災害が発生するメカニズムやそれぞれの災害につい

て理解する。 

㉑【身を守り、生き抜くための技能】 

危険を予測（回避）し、災害や事故に直面した際に自他の

体を守り、被害を最小限に止め、非常時に生き抜く技能を身

につける。 

 

総合的な学習の時間 

保健体育 

【題材】防災学習 

＜ねらい＞ 身近にある危険を意識し、もしもの場合の危険からの回避の仕方について、理解し実践でき

る態度を育てる。 

【対象】   中学１年生～３年生 ７９名 

【実践の概要・詳細】 

学 習 計 画 教育課程・時間 準備するものなど 

１ 身近な災害について考えよう。 

「大雨・竜巻・洪水から身を守る方法を考えよう」 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

（1 時間） 

 

 

 

復興教育副読本 P48～49 

P56 

気象庁 DVD「積乱雲」 

気象庁発行 ワークシート 

２ 火災から身を守る方法を身につけよう。 

火災から身を守る方法の講話・煙体験・避難訓

練 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

（1 時間） 

講師： 

大船渡消防署住田分署職員 

 

３ 命を救う方法を身につけよう。 

応急手当・心肺蘇生法の講習会 

 

 

 

 

 

 

保健体育 

（2 時間） 

復興教育副読本 P68 

講師： 

大船渡消防署住田分署職員 

 

 

 

 

 

 

 



住田町立世田米中学校 

 

【授業の展開】「身近な災害について考えよう」 

段階 学習内容 

導 入 

10 分 

①副読本 P48～49を参照し、東日本大震災での被害を確認する。 

生徒の反応 

 ○津波によってたくさんの人々が亡くなった。 ○街が消失し、仮設住宅で暮らす人々が今 

もいる。 ○私たちの町でも、停電し、不便な生活をした。  

②山に囲まれた世田米地区の災害について考える。 

 ○土砂崩れ   ○大雨・洪水 ○火災  ○地盤沈下   ○大雪   ○熊被害 

展 開 

35 分 

➂課題の設定 

 

 

④次の場合、君ならどうする。ワークシートをもとに考える。 

 DVD「これはあぶない 被害編」を鑑賞し、考えを記入。 

 ○突然の大雨  ○雷が聞こえたとき 

 ○竜巻が見えたとき 

⑤一人一人の考えを発表。 

 ○川には近づかない ○木の下にはいかない ○建物から出ない。 

⑥これなら安全 

 DVD「これなら安心 解説編」を鑑賞し、答えを記入させる。 

まとめ 

  5 分 

⑦副読本 P56で安全を確保するための対処方法を確認する。 

⑧学習の振り返り。 

授業の振り返り 

 

 

【まとめ】 

○身近な地域での危険について、生徒一人一人に意識させることができた。 

○昨年は、大雨によって、気仙川の水位が上昇し、洪水警報が発表された。生徒の中には、避難した経験もあり、

大雨にともなう危険について考えさせることができた。 

○危険から身を守る方法を、より実践的な力とするには、ハザードマップの作成や地域の避難マニュアルの調査

などの学習活動を組み込んでいきたい。 

 

大雨・竜巻・洪水から身を守る方法を考えよう。 




